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流域及び流域の浸水被害の概要

資料４

沼川（高橋川）流域治水協議会



１．沼川（高橋川）流域の概要
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■沼川は、愛鷹山麓に源を発し、田子の浦港（富士市）をへて、駿河湾に注ぐ流域面積206km2、流路延長約14.1kmの一級河川である。
■高橋川は、愛鷹山麓から流下する沼川の支川であり、流域面積23km2、流路延長約6kmの一級河川である。
■沼津市に属する沼川流域（沼川上流域）区域では、台風等の襲来により浸水被害が多発している地域である。
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１．沼川（高橋川）流域の概要
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■高橋川は、河川の中流域（根古屋地区、青野地区等）が市街化区域に指定されている。
■沼川は、左岸側のすべてが市街化区域に指定されている。

出典：沼津市 都市計画総括図
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２．沼川（高橋川）周辺の状況
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青野

今沢橋

：排水機場
：水位観測所
：雨水貯留池

■高橋川には、４つの普通河川（井出大川、谷津川、池田川、小河原川）が合流し、小河原川の上流には小河原川雨水貯留池が、井出大川の
上流には井出大川雨水貯留池が整備されている。

■沼川上流域の東側では、２つの普通河川（雁作川、鳥谷久保川）が合流し、県管理区間より上流は普通河川の大川となっている。
■高橋川との合流部に位置する沼川第二放水路には２つの普通河川（東部前川、西部前川）が合流している。
■排水機場は高橋川合流部より上流では、高橋川沿いに５箇所、沼川沿いに９箇所、沼川第二放水路沿いに１箇所設置されている。

井出大川雨水貯留池 小河原川雨水貯留池
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３．これまでの取組（豪雨災害対策ＡＰなど）
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■高橋川流域では、度重なる台風等の襲来により浸水被害が多発してお
り、特に床上浸水が頻発している青野地区の浸水被害解消を目的に、
流域一体となってハード・ソフト対策を取り組む、「沼川（高橋川）流域豪
雨災害対策アクションプラン」を平成20年３月に策定している。

■上記の取組により、平成26年10月台風では、対象洪水（H19.7洪水）を
上回る降雨であったにも関わらず、床上浸水戸数は1/5に減少し、対策
効果が発揮された。

対策メニュー

（ハード対策）

6-1) 高橋川上流部雨水貯留池設置
実施主体：沼津市
完了年度：H30

【事業概要】
上流部での流量カット効果により、下流域へ

の水位低減を図るため、小河原川において雨

水貯留池を整備した。



３．これまでの取組（豪雨災害対策ＡＰなど）

■ハード対策は、一部未実施のものが残るものの、ソフト対策は、当初予定していた対策※のすべてのメニューが完了している。

■平成20年から10年間にわたり実施してきたアクションプランの取組の結果、当初目標であった「床上浸水の概ね解消」を達成した。
■このことから、「沼川・高橋川アクションプラン」は完了とし、未完了メニューの進捗管理については、「「東部地域豪雨災害減災協議会」で実施して

いくこととしている。

※洪水ハザードマップの作成・配布、水位情報の提供、ポンプの運転調整、水防活動の充実、水害意識の啓発及び避難対策

（ソフト対策）
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完了年度：H24完成（R3更新）



※H19はH19.7洪水とH19.9洪水の合計値（H19.9洪水は青野地区の床上浸水3件のみ）

４．近年の浸水被害状況
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■近年では、平成19年に青野地区を中心に床上浸水被害が発生している。また、令和3年には西添町地区や原地区を中心に床上浸水被害が
発生している。これまでに、この３地区では、床上浸水被害が30件以上発生している。

■令和元年には東日本台風が伊豆半島より上陸し、静岡県でも広く浸水被害がもたらされたが、沼川、高橋川周辺地域では浸水被害は生じて
いない。

床上 床下 床上 床下 床上 床下 床上 床下 床上 床下 床上 床下 床上 床下 床上 床下 床上 床下 床上 床下 床上 床下 床上 床下 床上 床下 床上 床下
1 青野 1 16 5 11 12 2 4 5 23 1 3 5 1 1
2 東原 2 2 1
3 鳥谷 2
4 柳沢 2 2 1
5 根古屋 1 16 1 35 2 4
6 井出 1 1 3 4 1
7 平沼 1 2 10 10
8 石川 4 4 6
9 大塚 3 22 8
10 西添町 28 20 94 72
11 原 1 5 1 29 27
12 原一本松 1 2 11 6
13 桃里 3 10 1
14 今沢 10 3 1 1
15 松長 1

令和3年度地区名 平成23年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度No. 平成29年度 令和元年度

No. 地区名
市街化区域
を含む

1 青野 ◯
2 東原 ◯
3 鳥谷 ◯
4 柳沢 ◯
5 根古屋 ◯
6 井出

7 平沼

8 石川

9 大塚 ◯
10 西添町 ◯
11 原 ◯
12 原一本松

13 桃里

14 今沢 ◯
15 松長 ◯

床上 床下
38 51

2
1 4
2 57
5 5
11 12
4 10
3 30
94 120
31 32
12 8
10 4
4 11

1

総計
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４．近年の浸水被害状況
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ピーク雨量 49mm
総雨量 331mm

ピーク雨量 35mm
総雨量 282mm

ピーク雨量 27mm
総雨量 253mm

ピーク雨量 46mm
総雨量 446mm

ピーク雨量 70mm
総雨量 676mm

ピーク雨量 23mm
総雨量 321mm

31時間

31時間

31時間

63時間

61時間

62時間

平成19年７月 台風４号 令和３年７月 前線豪雨平成26年10月６日台風18号
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■家屋の浸水被害が最も多く発生したの
は、令和3年7月洪水であり、床上浸水戸
数は166戸にのぼる。高橋川の青野地点
では氾濫危険水位（T.P+3.00m）を上回る
T.P+5.19mの水位を記録した。

■令和3年7月洪水の沼川流域平均雨量
373.9mmは、沼川流域の計画降雨量
301.6mm、さらに気候変動を考慮した降
雨量331.8mmを超える雨量となっていた。

流域平均雨量と被害状況の整理結果

※浸水被害戸数は、高橋川、沼川周辺の地区で集計

ピーク雨量 60mm
総雨量 344mm

ピーク雨量 37mm
総雨量 229mm

ピーク雨量 42mm
総雨量 320mm

30時間

31時間

30時間

洪水名 対象雨量
３時間雨量 24時間最大雨量 浸水被害（戸）※ 観測ピーク水位

雨量（mm） 確率 雨量（mm） 確率 床上 床下 青野 今沢橋

H19.7洪水 沼川流域平均 78.0 1/3～1/5 273.6 1/20～1/30 25 99 4.93 4.07

H26.10洪水 沼川流域平均 94.3 1/5～1/10 265.7 1/20～1/30 5 45 4.77 4.05

R3.7洪水 沼川流域平均 93.4 1/5～1/10 373.9 約1/400 166 128 5.19 3.94



原・西添地区

青野地区

５．令和３年７月洪水による被害状況

■家屋の浸水被害が最も多く発生した令和３年７月洪水の浸水被害や浸水過程に関する情報は次のとおりである。

凡 例
浸水範囲
床上浸水
床下浸水
水位観測所
排水機場
市街化区域
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①浸水被害について ■令和３年７月洪水では、西添地区を中心に床上・床下浸水が発生している。対照的にアクションプランが進め
られた青野地区では、家屋の浸水被害はあまり発生していない。

■西添地区では、平成19年、平成26年の浸水被害では床下浸水が発生しているものの、これまでに床上浸水が発
生した記録はなかった。

②（参考）地元住民による聞き取り

■地元証言は、次のとおりである。
・最終的には地区内に溜まった氾濫水が第二放水路の堤
防を越えて流れていた。
・第２放水路管渠に流下阻害が生じていたのではないか。


